
庁舎防犯設備保守点検業務 仕様書 

点検機器 
点検場所 機種 数量 備考 
第一庁舎 
第二庁舎 
芸術館 
防犯カメラシステム 

１式 詳細については別紙のとおり 

保守点検周期   
・ 建築保全業務共通仕様に基づく 

保守点検内容 
・ 防犯カメラ：フォーカス等調整、取付状況等確認、レンズ面清掃 他 
・ モニタ装置：解像度、コントラスト等の調整、取付状況等確認 他 
  その他構成機器に関して、建築保全業務共通仕様に基づいた点検を行うこと 

その他 
①  業務完了後、下記の書類を提出する。 
・ 作業報告書   1部 
・ 保守点検状況、作業写真 1部 
②  本仕様書に記載のない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共通 
仕様書」（最新版）によるものとする。 



























































庁舎入退庁システム保守点検業務 仕様書 

点検機器 
点検場所 機種 数量 備考 
第一庁舎 入退庁管理パソコン 
カードリーダー点検 
電子錠 
１式 
56箇所 
52箇所 
詳細については別紙のとおり 

保守点検周期   
・ 建築保全業務共通仕様に基づく 

保守点検内容 
１．入退庁管理パソコン 
  ・ 外観状況点検 
  ・ 許可・不許可設定、データバックアップ機能等の正常動作確認 
  ・ 電源電圧の測定 
  ・ 各種異常表示の確認 
  ・ バッテリー容量及び予備電源による正常な動作の確認 

２．カードリーダー点検 
  ・ 外観状況点検 
  ・ 施解錠制御および動作の確認 
  ・ 火災時(パニックオープン)の解錠機能確認 

３．電子錠点検 
  ・ 外観状況確認 
  ・ 読取機能及び認識機能の確認 

その他 
① 業務完了後、下記の書類を提出する。 
・ 作業報告書                 1部 
・ 保守点検状況、作業写真     1部 
② 本仕様書に記載のない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務 
共通仕様書」（最新版）によるものとする。 



























庁舎構内電話交換設備保守点検業務 仕様書 

 

   点検機器 

点検場所 機種 数量 備考 

第一庁舎 リモート電話交換機 

バックアップサーバ 

MDF 他 

１式 詳細については別紙のとおり 

第二庁舎 電話交換機 

MDF 他 

１式 

 

保守点検周期   

・定期点検は、２か月に１回、電話交換機本体（第２庁舎４階）、リモート電話交換機・バックアップ 

装置（第１庁舎６階）を対象とする。 

・物品故障の際は、物品費、および、修理交換作業費は別途実費とする。 

・故障受付時間は、２４時間３６５日、故障対応は、平日９時から１７時とする。 

・ 建築保全業務共通仕様に基づく点検 

 

 

保守点検内容 

・ 中継台の機能確認 

・ 保守用コンソールパソコンの機能確認 

・ 電源装置の機能確認 

・ 各フロアの配線状況確認 

・ 多機能電話の機能確認 

・ MDF の点検 

・ 施設記録の維持メンテ 

・ 端末の設定変更及び軽微な配線等工事(定期点検時) 

・ その他、建築保全業務共通仕様に基づいた点検 

 

その他 

① 業務完了後、下記の書類を提出する。 

・ 作業報告書            1 部 

・ 保守点検状況、作業写真 1 部 

② 本仕様書に記載のない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共通 

仕様書」（最新版）によるものとする。 

    

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器仕様書 
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１．序章 

１．１ 適用 

   本納入仕様書は、本庁舎電話交換機更新工事において、更新するＰＢＸシステムの納入仕様を記載します。 

 

１．２ 概要 

    本仕様書は長野市役所第二庁舎に設置されている電話交換設備更新と業務の BCP 対策として第一庁舎に 

電話交換設備の新設について規定します。 

また、本工事において更新する機器を以下に示します。 

 

名   称 数 量 備   考 

本   体 IP 対応ディジタル電話交換機 一式  

電源装置  一式 停電対応5 時間 

端末機器 

多機能電話機 48 台 ボタンモジュール含む 

一般電話機 1056 台 

・既設利用とする 

・内線 FAX 含む 

・ナンバーディスレイ対応内線含む 

・長距離内線含む 

   

周辺機器 

局線中継台 4 席 据置型 

構成品 

ヘッドセット 8 個 予備4 個含む 

オートダイヤル 1 式  

外部録音装置 1 式 中継台用 

通話料金管理装置 1 式 プリンタを含む 

警報表示盤 2 台 2 灯式×１、6 灯式×1 

DC-AC 変換装置 

 
2 台 

・出力1kW 

・ひかり電話装置、料金管理装置、通話

録音装置、保守コンソール、非常切替

装置等に対応 

保守コンソール（ノートブック型） 3 式 
テンキー、プリンタ、レーザーマウス等

を含む 

本庁舎 

交換機用品 
追加回線インターフェース １式 回線種別、回線数を 2.2.2 項に示す 

 

 

 

 

２．機器仕様 

２．１ 交換機 

（１）システム仕様 

    交換機のシステム仕様を以下に示します。 

項目 仕様 

トラヒック条件 基準内線呼量 ６．０ＨＣＳ 

交換方式 制御方式 蓄積プログラム方式 

処理方式 分散制御方式 

通話路方式 時分割ＰＣＭ方式 

局線応答方式 ・局線中継台方式   ・多機能分散方式 

・DI/DID 方式 
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（２）収容回線数 

     交換機に収容する回線を以下に示します。 

     

    回 線 種 別 

回 線 数 

備   考 

第一庁舎 

リモート 

電話交換機 

第二庁舎 

電話交換機 

実 装 容 量 実装 容量 

内線    

 

・アナログ回線 398 448 447 480 

 ・長距離内線   8 16 

・ND 対応アナログ回線 98 180 105 204 

 ・ディジタル多機能回線 24 32 29 64 ボタンモジュール含む 

・IP-多機能回線   10 10 予備機含む 

局線    

 ・一般加入回線(アナログ)  注1 17 64 14 48  

 ・INS ネット 64      

 ・INS ネット 1500    2 2  

 ・ひかり電話オフィス A(ch) 注：2 
23  

注：3 
69 96 直収できること 

専用線（リモート装置・バックアップサーバ向

け） 
   

 ・№7 共通線（2M）      

 ・ISDN 共通線（2M）      

 ・ISDN 共通線（BRI）      

 ・ISDN 共通線（PRＩ）      

 ・ビジネスイーサワイド      

専用線・OD：:防災交換機向け       4 8  

 ・LD：出先機関等       27(15) 28 ( )有線放送向け：再掲 

中継台インターフェース       4 8  

通話録音装置インターフェース       1 1 LAN 

局線非常切換回路 17  64 14 48  

電子ﾄｰｷ回路   8 8 
全話中、不在案内、圏外専

用 

可変電子ﾄｰｷ回路     録音可能 

トーン検出回路 16 16 16 16 局線ＢＴ検出切断用 

注：1 アナログ局線はボイスワープ申請を行うこと。 

注：2 実装数は別途協議。 

注：3 ひかり電話オフィスエース(23ch)を PRI インターフェースで収容可とする。 

 

 

 （３）番号計画 

   庁舎交換機の番号計画を以下に示します 

 

項  目 付与番号 備 考 

内   線 Axx、又は Axxx、又は Axxxx  

 局線自動発信 0  

 中継線発信 B、又は Bx、又は Bxx  
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 扱者呼出 C、又は Fx、又は Gxx  

 短縮ダイヤル Dxx、又は Dxxx 

可変短縮ダイヤル：Dxx 

固定短縮ダイヤル： 

(1)3 桁Yxx：Y は制限なし 

(2)4 桁Yxxx：Y は 1 

特   番 E、又は Fx、又は Gxx 

障害受付、火災報知機等の非常受付、特殊

サービス用（トーキ、ピックアップ、可変短縮

ダイヤル登録、可変不在転送、内線相互、

キャンプオン解除）等に使用 

 フッキング 

(HK 又は a)+(C,又は Fx、又は Gxx) リコール（扱者再呼出） 

(HK 又は a)+ (Axx,又は Axxx 又は

Axxxx) 
コールバックトランスファ 

HK+(Fxx,又は Gxx) 
特殊サービス用（コールウェイティング、内

線相互キャンプオン登録）等に使用 

(HK 又は a)+(Fx,又は Gxx)＋(Axx、又

は Axxx 又は Axxxx) 
内線アッドオン 

(注)A～G：それぞれ異なる数字       x  ：0～9 までの任意の数字      a  ：0～9 までの任意の数字 

(注)番号欄に(HK 又は a)とある場合、回転ダイヤル電話機(10PPPS、20PPS いずれも可)では HK(フッキング)の代わり 

にダイヤル a(0～9 までの任意の数字)を使うことができること。(ボタン電話機、プッシュホン、多機能電話機は不可) 

留意事項：*、＃を内線番号に適用することはできない。 

 

（４） 電気的条件 

(1) 電源電圧 

第二庁舎電話交換機      ：ＤＣ －４８±５Ｖ（主電源）   

第一庁舎リモート電話交換機 ：ＤＣ －４８±５Ｖ（主電源）   

 

(2) 収容電話機ダイヤル条件 

  項   目 条   件 

D 

P 

スピード 
10±0.8pps 

20±1.6pps 

インパルスメーク率 
33±3%（10pps） 

33±3%（20pps） 

ミニマムポーズ 
600ms 以上（10pps） 

450ms 以上（20pps） 

P 

B 

送出可能数字及び周波数 

 

 

周波数 1,209Hz 1,336Hz 1,477Hz 

 

697Hz 1 2 3 

770Hz 4 5 6 

852Hz 7 8 9 

941Hz * 0 # 

 

信号レベル PB 電話機準拠 

信号送出時間 50ms 以上 

ミニマムポーズ 30ms 以上（可変） 

周期 信号送出時間+ミニマムポーズ 120ms 以上（可変） 

伝 送

特性 

線路インピーダンス 加入者  600Ω、トランク 600Ω 

漏話減衰量 70dB 以上 

呼出信号 65～83V、15～20Hz 



4 

 

 

(3) 線路・環境条件 

 線路及び環境条件は以下に示します。 

項   目 条   件 

内線

線路

条件 

一般電話機 
直列抵抗 1,200Ω以下(DP) 、800Ω(PB) 電話機内部抵抗含む 

漏洩抵抗 20KΩ以上  

長距離内線 
直列抵抗 3,500Ω以下(DP10PPs のみ) 電話機内部抵抗含む 

漏洩抵抗 20KΩ以上  

多機能電話機 0.5Фケーブルで 1.2Km 以上(2W)  

ISDN 端末 

(BRI) 

ポイント-ポイント 0.5Фケーブルで 1,000m  

ポイント-ポイントマ

ルチポイント 

0.5Фケーブル、インピーダンス 100Ω

で PBX 本体から端末まで：600m/端末

間：50m 

延長バス 

0.5Фケーブル、インピーダンス 100Ω

で PBX 本体から端末まで：200m 

単純バス 

ISDN 端末(PRI) PCM ケーブルで 400m  

PHS 

接続装置 

PBX-CS 0.5Фケーブルで 1,000m(4W) CS 本体給電 

PBX-ADP 0.5Фケーブルで 3,000m(2W.MAX) ADP AC アダプタ給電時

の条件 

本体給電時は 500m 

※ADP：2 線化インターフ

ェースアダプタ 

ADP-CS 

ADP 添付ケーブルで 0.4m 

局線線路条件 局交換機の条件に従う 

環境条件 
温度 0～40℃ 

湿度 20～80%RH（非結露） 

冷却方式 強制空冷 
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（５）外観構造 

  第二庁舎交換機の外観図を図２．１－１に、第一庁舎交換機の外観図を図２．１－２に示します。 

 

       

 

        

寸法 最大質量 

1930（H）×1400（W）×510（D） 600kg 以下 

［内訳］   

・基本架 1930（H）×700（W）×510（D）注1 300kg 以下 

・拡張架 1930（H）×700（W）×510（D）注1 300kg 以下 

注１：突起物の寸法は含みません 

図２．１－１ 第二庁舎交換機外観図 

 

 

       

       

       

       

       

。 
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寸法 最大質量 

1930（H）×1400（W）×510（D）  278kg 

［内訳］   

・基本架 1930（H）×700（W）×510（D）  139kg 

・基本架 1930（H）×700（W）×510（D）  139kg 

 

図２．１－２ 第一庁舎交換機外観図 
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２．２ 電源装置（整流器） 

（１）仕様 

    電源装置（整流器）の仕様を以下に示します。 

項  目 仕  様 

交流入力 定格電圧 ＡＣ２００Ｖ±１０％ 

相数 三相 

周波数 ５０Ｈｚ±５％ 

直流出力 定格電圧 48Ｖ 

出力電圧範囲 ４３.2 ～ 52.8Ｖ 

整流器出力 165Ａ以下 

環境条件 温度 -10～+４０℃ 

湿度 30～90％（非結露） 

  

（２）外観構造 

電源装置の外観図を図２．２に示します。 

 

                                                                

                                                                   

                                                                     

                                                                              

                                                                            

注1：突起物は含みません 

 

     図２．２ 電源装置外観図 

寸法 最大質量 

・整流器     1951.6（H）×703.2（W）×601.6（D）注 1 約400kg 

・蓄電池盤 1951.6（H）×701.6（W）×601.6（D）注1 約250kg 

・蓄電池   約600kg 
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２．３ バックアップサーバ 

（１）仕様 

    バックアップサーバの仕様を以下に示します。 

項目 仕様 

トラヒック条件 基準内線呼量 ６．０ＨＣＳ 

制御方式 蓄積プログラム方式 

処理方式 分散制御方式 

局線応答方式 ﾀﾞｲﾚｸﾄﾗｲﾝ/ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾗｲﾝ/ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ/ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ(DID) 

ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾗｲﾝ/付加番号ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ/発番号ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 【組合せ可】 

制御装置 32 ビットマイクロプロセッサ 

主記憶装置 コンパクトフラッシュ 

入出力装置 telnet クライアント 

バックアップ対象装置 リモートシェルフ：62 

リモートモジュール：100 

IP 多機能：4,800 

IP-BS：800 

PSTN-GW・BRI：600、PRI：150、アナログ：680 

SIP SIPGW：150 

電源電圧 100V±10%、50/60Hz 

温度、湿度 0～40℃、20～80%RH（非結露） 

冷却方式 自然空冷 

 

（２）外観構造 

バックアップサーバの外観図を図２．３に示します。 

                                                                                  

       

 

図２．３ バックアップサーバ外観図 

寸法 最大質量 

87（H）×431（W）×475（D） 6kg 
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２．４ 局線中継台 

（１）仕様 

      局線中継台の仕様を以下に示します。 

項  目 
局線中継台 

（LCD 表示） 

釦 

／ 

ラ
ン
プ 

紐回路 
応 答 
台間通話 
発 信 
テンキー 
復旧・切断 
応用操作 
分 割 
PB信号送出 
予 備 

10個(ランプ付) 
7個(  〃  ) 
1個(  〃  ) 
8個(内ランプ付1個) 
12個( 〃  10個) 
4個(ランプ無) 
5個(ランプ付) 
2個(ランプ付) 
1個(ランプ付) 
5個(内ランプ付4個) 

各 

種 

表 

示 

発信者情報表示 
番号／料金表示 
状態・要因表示 
滞留呼表示 
テナント表示 
時間表示 

最大14桁 
最大22桁 
3桁 
1桁 
1桁 
4桁 

ルート全話中 
障害表示 
夜間モード表示 

4個 
3個 
1個 

内線話中表示盤（BLF） あり 

ヘッドセット 交換手用送受器ジャック 2個 

ブザー音量調整 大／小／停止 

線
路
長 

標準ケーブル使用時 
電源線別引時 
ローカル給電時 

100m 
300m 
1200m 

 

（２） 外観構造 

局線中継台全体外観図を図２．４－１に、操作台を図２．４－２に、オートダイヤル装置を図２．４３に示します。 

 

図２．４－１ 局線中継台全体外観図 
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図２．４－２ 局線中継台操作台外観図 

 

          

   

寸法 

90（H）×170（W）×300（D） 

 

図２．４－３ オートダイヤル装置外観図 
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２．５ 局線中継台用通話録音装置 

（１） 仕様 

     通話録音装置の仕様を以下に示します。 

項  目  仕  様 

接続回線 アナログ電話回線 

回線数 ８回線 

録音媒体 内蔵メモリ 

録音形式 モノラル圧縮 G726(8kHz 2bit) 

録音件数 40,000 件 

録音時間 約 1,000 時間 

録音起動信号 ライン電圧、音声検出、外部制御 

タイマー録音 開始時刻、停止時刻を１日最大３ステップ指定可能 

表示装置 LED 表示 

時計制度 月差±５秒（２５℃通電時） 

電源 AC１００V±10V  50/60Hz±3Hz 

消費電力 最大 16W 

環境条件 温度 ５～４０℃ 

湿度 ２０～８５％ＲＨ（非結露） 

電磁妨害波規格 VCCI ｸﾗｽ A 

 

（２） 外観構造 

通話録音装置の外観図を図２．５に示します。 

 

                         

寸法 最大質量 

44（H）×290（W）×323（D） 約2.4kg  

図２．５  通話録音装置外観図 
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２．６ 多機能電話機 

（１） 仕様 

多機能電話機の仕様を以下に示します。 

項    目 用    途 

フリーアサインボタン数 23 以上 

ディスプレイ表示 20 文字4 行（漢字は 10 文字）の漢字英数字表示 

ハンズフリー機能 有  ※ 

録音端子 有 

電子電話帳 有（1,000 件以上） 

発着信履歴 有 

ボタンモジュール接続 有  （停電用多機能は無し）※ 

 

（２）外観構造 

多機能電話機の外観図を図７－1 に示します。 

                                          

 

寸法 最大質量 

72.5（H）×180（W）×266（D） 0.86kg  

 

図７－１ 多機能電話機外観図 
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２．７ IP 多機能電話機 

 （１）仕様 

IP 多機能電話機の外観図を図２．７に示します。 

項  目 仕様 

イ 
ン 
タ 
フ 
ェ 
｜ 
ス 

LAN 10BASE-T／100BASE-TX/1000BASE-T 

音声ｺｰﾃﾞｯｸ 

G.711（μ-law,Ａ-law）   
・送信パケット間隔  ：10/20/30/40ms 
・受信パケット間隔  ：10/20/30/40ms 
G.729A                ・ 
送信パケット間隔  ：10/20/30/40/50/60ms 
・受信パケット間隔  ：10/20/30/40/50/60ms 

マ 
ン 
マ 
シ 
ン 
 

キ
ー 

ダイヤル 12Key（0～9，*，#） 

固定機能 8Key(ﾘﾘｰｽ､ｻｰﾋﾞｽ､再呼､ﾛｸﾞｲﾝ/ﾛｸﾞｱｳﾄ､転送､ﾐｭｰﾄ､保留､ｽﾋﾟｰｶ) 

可変機能 23Key 

上下切替 ワンタッチ用上下切替ボタン 

アジャスト ボリュームボタン（△，▽） 

電話帳ﾎﾞﾀﾝ 10key(MENU､電話帳､十字ﾎﾞﾀﾝ､選択ﾎﾞﾀﾝ：4key) 

固定機能 9Key 

可変機能 23Key 

着信 7 種類 （6 色LED(赤､青､緑､黄､ｼｱﾝ､ﾏｾﾞﾝﾀ)＋全色) 

上下切替 赤LED 

LCD 20 桁×4 行(半角)/ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾀｲﾌﾟ(漢字表示対応)/LED ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ(ｲｴﾛ )ー/ 
ｺﾝﾄﾗｽﾄ：8 段階 

ｽﾋﾟｰｶﾌｫﾝ 有り：ハンズフリー機能付 

ﾍｯﾄﾞｾｯﾄｼﾞｬｯｸ(ﾐﾆﾋﾟﾝ) 有り（別売） 

ﾊﾝﾄﾞｾｯﾄﾎﾞﾘｭｰﾑ 6 段階（3dB 刻み） 

ｽﾋﾟｰｶﾎﾞﾘｭｰﾑ 8 段階（3dB 刻み） 

発信履歴 20 件 

着信履歴 20 件 

電話帳 500 件（1,000 電話番号登録） 

ﾘﾝｶﾞﾎﾞﾘｭｰﾑ 4 段階（8dB 刻み） 

ﾄｰﾝﾘﾝｶﾞ  ー 8 種類 

保留音 10 曲(16 和音ﾒﾛﾃﾞｨ / wav ファイル再生方式) 

環境 
条件 

温 度 0～40℃ 

湿 度 20～80％（非結露） 

電源 
 

定格電流 約0.2A 

給電方式 
 

下記のどちらかを選択 
 ・給電対応 L2 スイッチ給電方式 
 ・AC アダプタ(AC100V±10V（50/60Hz）)給電方式 
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（２）外観構造 

 

    

   

 

 

 

図２．７ IP 多機能電話機外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寸法 最大質量 

85（H）×177（W）×261（D） 0.84kg  
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２．８ ボタンモジュール 

  （１）仕様 

    ボタンモジュールの仕様を以下に示します。 

項    目 用    途 

ボタン数 30 

ランプ数 30（赤、緑の 2 色） 

機能ボタン類 可変機能ボタン、ダイレクトライン、マルチライン、仮想内線ボタン 

インターコムライン 

接続端末 DG-station100 シリーズ（100B、100C、100D のみ） 

電源 AC アダプタ添付 

動作環境 温度：0～40℃/湿度：20～80%RH（非結露） 

  

（２）外観構造 

ボタンモジュールの外観図を図２．８に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．８ ボタンモジュール外観図 

 

 

 

 

 

寸法 最大質量 

45（H）×86（W）×211（D） 0.36kg  
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２．９ SIP サーバ 

  (1)仕様 

    SIP サーバの仕様を以下に示します。 

項目 仕様 

総内線数  450 

SIP 単機能電話機 450（総内線数の内数） 

SIP 多機能電話機 450（総内線数の内数） 

SIP モバイル端末数 450（総内線数の内数） 

PHS 電話機数（PS） 450（総内線数の内数） 

空き IPM 搭載数 GSIPMC x 1 

インターフェース（GSIPMC1 枚あたり） 1(10BASE-T/100BASE-TX/1000BAST-T） 

Auto MDI/MDIX 対応 

冷却方式 強制空冷 

電源 AC100V±10%、50/60Hz 

動作環境条件 温度：0～40℃、湿度：20～80%RH 

（結露しないこと） 

設置条件 平置き設置、縦置き設置、19 インチラック 

 

２）外観構造 

SIP サーバの外観図を図２．９に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．９ SIP サーバ外観図 

 

 

 

 

 

 

寸法 最大質量 

43.5（H）×431（W）×340（D） 4kg  
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２．１０ 警報表示盤 

    （1）仕様 

      6 灯式警報表示盤の仕様を以下に示します。 

表示名称 ランプ色 ブザー 内容 

MJ 赤 連続音 重要障害 

MN 黄 60INT 断続音 普通障害 

EMA 黄  エマーリピート障害 

POW 貴  整流器障害（MJ と同時） 

ESE 黄  ESE 障害 

AUX 黄  予備 

本体との距離 500ｍ 

 

２）外観構造 

6 灯式警報表示盤の外観図を図２．１０に示します 

 

 

                    

 

 

 

 

 

図 2.10  6 灯式警報表示盤外観図 

 

 

 

寸法 

250（H）×136（W）×34.2（D） 
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２．１１ VoIP-GW 

１） VoIP-GW(FXS) 

    （１）仕様 

VoIP-GW(FXS)の仕様を以下に示します。 

項 項目 仕様 

1 音声 インターフェース アナログ電話インターフェース 

チャンネル数 ２チャンネル 

複合化方式 G.711、G.729A 

FAX G3,T.38,見なし音声 

シグナリング SIP、H.323 V2 

2 LAN インターフェース １０BASE-T/１００BASE-TX×１ 

サポートプロトコル TCP/IP、UDP/IP 

6 電源 AC100]V 

7 消費電力 １０W 

8 発熱量 ３６KJ/h 

9 動作条件 温度：5～40℃、湿度：20～80％ 

 

（２）外観構造 

VoIP-GW(FXS)の外観図を図２．１１－１に示します 

 

           
 

寸法 最大質量 

43（H）×241（W）×202（D） 0.9kg 

 

   図２．１１－１ VoIP-GW(FXS)外観図 
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２） VoIP-GW(OD) 

    （１）仕様 

VoIP-GW(OD)の仕様を以下に示します。 

   

項 

項目 仕様 

1 音声 インターフェース OD トランクインターフェース 

チャンネル数 ４チャンネル 

複合化方式 G.711、G.729A 

FAX G3,T.38,見なし音声 

シグナリング SIP 

2 LAN インターフェース １０BASE-T/１００BASE-TX×１ 

サポートプロトコル TCP/IP、UDP/IP 

6 電源 AC100]V 

7 消費電力 １５W 

8 発熱量 ５４KJ/h 

9 動作条件 温度：5～40℃、湿度：20～80％ 

 

（２）外観構造 

VoIP-GW(OD)の外観図を図２．１１－２に示します 

                        

 

 

 

 

 

 図２．１１－２ VoIP-GW(OD)外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寸法 最大質量 

44（H）×440（W）×233（D） 2.8kg  
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２．１２ 給電機能付き L2 スイッチ 

（１）仕様 

給電機能付き L2 スイッチの仕様を以下に示します。 

項目 仕様 

基本インタフェース 10/100/1000BASE-T 9 

インタフェース仕様 AUTO MDI スイッチ OFF時 

（工場出荷時 

ポート1 ～ 8 までMDI-X固定 

ポート9 はMDI 固定 

AUTO MDI スイッチ ON 時 ポート1 ～ 9 までMDI/MDI-X 自動検出 

オートネゴシエーション ○ 

フロー制御 ○ 

IEEE802.3x（全二重） ○ 

バックプレッシャ（半二重） ○ 

パフォーマンス スイッチ容量1 8Gbps 

最大パケット転送能力1 340 万pps 

MACアドレス登録数 8,192 

セキュリティスロット ○ 

RESETスイッチ ○ 

ECOスイッチ OFF（工場出荷時） 

AUTO MDI スイッチ OFF（工場出荷時） 

EAP透過 ○ 

BPDU透過 ○ 

転送可能最大フレーム長 10,240 バイト 

PoE機能 PoE ポート 1 ～ 8（IEEE802.3af/at 準拠） 

PoE 総給電電力 100W 

給電方式 （Alternative）  A 

電源 AC 100-240V 

最大消費電力（発熱量） 給電あり AC100V：130W(468.0kJ/h) 

AC200V：127W(457.2kJ/h) 

動作時 温度 0 ～ 45℃ 

湿度 15-85%RH 

適応規格 VCCI Class Ａ 

 

（２）外観構造 

給電機能付き L2 スイッチの外観図を図２．１２に示します。 

 

      
 

 

 

            ※突起物は含みません 

 

                図２．１２ 給電機能付き L2 スイッチ外観図 

 

 

寸法 最大質量 

43.5（H）×266（W）×220.5（D）※ 2.3ｋｇ以下 
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２．１３ インバータ 

（１）仕様 

    インバータの仕様を以下に示します。 

項  目 仕  様 

直流入力 定格電圧 ＤＣ －４８Ｖ 

変動範囲 ＤＣ －４０．５～－５７Ｖ 

最大入力容量 ２７Ａ 

入力帰還雑音 ２mV 以内 

交流出力 定格容量 １ｋＶＡ（０．９ｋＷ） 

相数 単相２線 

定格電圧 １００Ｖ 

電圧整定精度 ±２％ 

定格周波数 ５０／６０Ｈｚ 

周波数精度 ±１．０％ 

過度電圧変動 ±１０％ 

負荷力率 ０．９（遅れ） 

環境条件 温度 ０～４０℃ 

湿度 １０～９０％ＲＨ（非結露） 

 

（２）外観構造 

インバータユニットの外観図を図２．１３に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．１３ インバーターユニット外観図 

 

 

寸法［ｍｍ］ 最大質量［ｋｇ］ 

43.5（H）×480（W）×380（D） ７.0 以下 
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２．１４ 通話料金管理装置 

    （1）システム仕様 

項 項目 条件 

1 最繁時の交換機本体からの受信可能呼数(1H 当り) 8,000 件 

2 詳細課金データ蓄積総数 1,000 万件以上 

3 登録可能内線数 16,000 内線 

4 登録可能セクション数 8,000 

5 テナント数 64 テナント 

6 ローミング PHS 数 18,000 内線 

7 発信者番号数 8,000 

8 
中継線ルート数 

ルート数 257 

9 着局数 257 

10 通話料金管理装置故障時のバッファ容量 128,000 件 

11 INS ネット課金 可 

12 データファイルの二重化 可（HDD 二重化で対応） 

13 公専公課金 可 

14 ローミング PHS 番号対応 可 

15 発信電話番号別課金 可 

16 LAN 接続 可 

17 ホストへの通話料金情報転送機能 可 

 

(2)ハードウェア仕様 

項目 仕様 

形式 デスクトップ型 

プロセッサ 
インテル® Core™i3 プロセッサ (3.70GHｚ)相当以上の性能を有する

CPU を 1 個以上実装すること 

内蔵ストレージ 
ユーザ使用領域が 200GB 以上の容量を持つ SSD をミラーリング構成で

内蔵すること 

主記憶装置 ﾒﾓﾘは 4GB 以上を実装すること 

内蔵FDD 装置 なし 

光学ﾄﾞﾗｲﾌﾞ装置 スーパーマルチドライブ 

イ ン タ ー

フェース  

以下のインターフェースを有すること 

シリアル RS232C D-SUB（オス）9pin×1（16550 互換） 

パラレル なし 

USB USB2.0 準拠×4 、USB3.0 準拠×6 

LAN RJ-45×1 (1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T、Wakeup on LAN 対応 ) 

COM-RAS 本体シリアルポート接続用：D-SUB（オス）9pin×1  

基本RAS D-SUB（オス）9pin×1 

サウンド マイク×1、ラインイン×1、ラインアウト×１ 

ディスプレイ 17 インチ液晶ディスプレイ相当 

OS Windows® 10 IoT Enterprise 2016 LTSB（64bit） 

周辺機器 
キーボード/マウス、A4 モノクロプリンタ､ｘDSL モデム等(1 対向) 、パソ

コンデスク 

運用条件 24 時間連続運転可能なこと 

環境仕様 

動作温度 5℃～40℃ 

動作湿度 20～80%（但し結露のないこと） 

電磁妨害波規格 VCCI クラス B 
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（３）外観構造 

料金管理装置本体の外観図を図２．１４－１に示します。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寸法 

180（H）×425（W）×437（D）  

 

                         図２．１４－１ 料金管理装置本体外観図 

 

（４）外観構造 

ディスプレイの外観図を図２．１４－２に示します。 

             

寸法 

311.8（H）×377.9（W）×54.4（D） 

 

図２．１４－２ ディスプレイ外観図 
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２．１５ 保守コンソール 

 (１) ハードウェア仕様（保守コンソール） 

     項目 仕様 

形式 ノートブック型 

プロセッサ 
インテル® Core™i3 プロセッサ (2.10GHz)相当以上 

 

内蔵ストレージ 
HDD500GB 以上を有すること。 

 

主記憶装置 ﾒﾓﾘは 4GB 以上を実装すること 

内蔵FDD 装置 なし 

光学ﾄﾞﾗｲﾌﾞ装置 スーパーマルチドライブ 

イ ン タ ー

フェース  

以下のインターフェースを有すること 

外部ディスプレイ アナログ RGB×1、HDMI 出力端子×1 

USB USB3.2（Gen1）×4 

LAN 
RJ-45×1 

 (1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T、Wakeup on LAN 対応 ) 

OS Windows 10 Pro（ 64bit） 

キーボード 日本語テンキー付キーボード 

マウス レーザー式 

環境仕様 
動作温度 5℃～35℃ 

動作湿度 20～80%（但し結露のないこと） 

 

(２) ハードウェア仕様（プリンタ） 

甲  目 仕   様 

印刷方式 LED アレイ+電子写真プロセス 

印刷速度 Ａ４片面 ４０枚／分（標準的な印刷解像度時） 

用紙サイズ A4、B5、A5、A6、レター、リーガル、郵便はがき、往復はがき、封筒 

ユーザー定義サイズ(紙幅 86～216mm/長さ 140～356mm) 

給紙カセット ２５０枚×１段（A4～A6、レター、リーガル、ユーザー定義サイズ） 

給紙トレイ １００枚（A4～A6、レター、リーガル、郵便はがき、往復はがき、ユーザ

ー定義サイズ） 

インタフェース LAN インターフェース( 1000BASE-T/100BASE-TX / 10BASE-T 共

用)、USB2.0 

内蔵メモリ ５１２ＭＢ 

環境条件 温度 １０～３２℃ 

湿度 ２０～８０％ＲＨ（非結露） 
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（３）外観構造 

保守コンソールの外観図を図２．１５－１に示します。 

 

              

 

寸法 最大質量 

34.4（H）×314（W）×250（D） 約2.05kg 

 

図２．１５－１ 保守コンソール外観図 

 

（４）外観構造 

プリンタの外観図を図２．１５－２に示します 

 

寸法 最大質量 

244.5（H）×387（W）×393（D） 約12kg  

 

図２．１５－２ プリンタ外観図 



納入物品一覧表

型式

OADGキーボード（109A対応） FMV-KB327 1 個

故障時実費扱いﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞLB112A 805510 1 個

インストール済

A4ﾓﾉｸﾛﾍﾟｰｼﾞﾌﾟﾘｲﾝﾀ XL-4405 1 個 故障時実費扱い

料金計算基本サービスEX　V3 NB72E083 1 個

中継台用ヘッドセット LSHP-1L(S) 4 個

故障時実費扱い

SupportDeskパック Standard24 FMC-SSE011 1 個 故障時実費扱い

リカバリ＋ドライバーズディスク追加 FMCRDD0TC 1 個

故障時実費扱い

17型液晶(スタンダードモデル) VL-17ESE 1 個 故障時実費扱い

局線中継台用側板 FC1330TT1 1 個

ESPRIMO N529/FA FMVN0101K 1 個 故障時実費扱い

通話料金管理装置

故障時実費扱い

IPクライアントライセンスパック10 NB7071211 2 個

故障時実費扱い

中継台録音装置 VR-518A 1 個 故障時実費扱い

オートダイヤル装置 FC1330AD 4 個

故障時実費扱い

局線中継台用中間仕切板 FC1330TT2 3 個 故障時実費扱い

IP局線サービスNT ライセンスパック10 NB740C11 4 個

局線中継台B FC1330ATH3 4 台 故障時実費扱い

局線中継台

インストール済

IP CODECサービス2 V2 NB70B022 1 個

インストール済

ライセンスパック 1000 NB7071161 1 個 インストール済

ライセンスパック 500 NB7071151 1 個

インストール済

ライセンスパック 100 NB7071131 1 個 インストール済

二重化運転制御サービス V01 NB7070111 1 個

インストール済

IP局線サービスNT V1 NB740C01 1 個 インストール済

IPM-SIP/IP中継線ライセンスパック 8ch NB7071321 1 個

インストール済

IPM-SIP中継線サービス V1 NB70701F1 1 個 インストール済

16回線非常切替用品 FC1360EC1 4 個

インストール済

課金管理サービス V02 NB7070172 1 個 インストール済

ISDN統合サービス V4 NB7070144 1 個

インストール済

IP制御サービス V9 NB7070129 1 個 インストール済

8回線ミキサートランク FC1340MX2 2 枚

故障時実費扱い

基本制御プログラム V10 NB707001A 1 個 インストール済

6灯式警報装置 FC1901AL8 1 個

故障時実費扱い

2灯式警報装置 FC1901AL7 1 個 故障時実費扱い

8回線内線用品 FC1340LN5 2 枚

故障時実費扱い

クロックセレクタ用品 FC1340CL1 2 個 故障時実費扱い

8回線トーン検出トランク FC1340TT1 2 枚

故障時実費扱い

8回線ディジタルトーキートランク FC1360TK1 1 枚 故障時実費扱い

32回線ディジタル内線用品 FC1340DL4 2 枚

故障時実費扱い

8回線PB信号受信器 FC1340PB3 3 枚 故障時実費扱い

IP CODECトランク2 FC1360CD2 4 枚

故障時実費扱い

局線中継台制御用品 FC1340AC3 4 枚 故障時実費扱い

PRI用品 FC1360PR1 2 枚

故障時実費扱い

8回線モデム信号送信トランク FC1360MD1 2 枚 故障時実費扱い

12回線ND内線用品 FC1360LN1 17 枚

故障時実費扱い

32回線内線用品 FC1340LN6 15 枚 故障時実費扱い

EXFケーブルA NCB-EXJ1A 2 個

故障時実費扱い

8回線OD出入トランク FC1340OD1 1 枚 故障時実費扱い

4回線LD出入トランク FC1340LD1 7 枚

故障時実費扱い

16回線局線出入トランク FC1340CB3 3 枚 故障時実費扱い

項 品　　　　　名 数量 単位 備　　　考

故障時実費扱い

LEGEND-V NW拡張用品１ FC1360NW1 3 個 故障時実費扱い

LEGEND-V 制御系二重化用品 FC1360AD1 1 個
LEGEND-V 拡張架 FC1361F1 1 台 故障時実費扱い

LEGEND-V 本体
故障時実費扱い

１－１ ■電話交換機関連 第二庁舎

LEGEND-V 本体装置架 FC1361A1 1 台

故障時実費扱い

IP局線インターフェース用品Ｌ FC1360SCT 1 枚 故障時実費扱い

GWユニット二重化用品 FC1360SD1 6 個

故障時実費扱い

GWユニット１ FC1360SH1 5 個 故障時実費扱い



型式

型式

保守コンソール

NB7070022 1 個

故障時実費扱い内蔵スーパーマルチドライブ追加 FMCBAY09K 1 個
LIFEBOOK A5510/D FMVA82025 1 台 故障時実費扱い

FC136BA1 1 台

インストール済IPバックアップライセンスパック 10 NB7071211B 2 個

インストール済

バックアップライセンスパック 500 NB7071151B 1 個 インストール済

バックアップ制御サービス V02

NB7072013 2 個

インストール済

バックアップライセンスパック 200 NB7071141B 1 個 インストール済

バックアップライセンスパック 100 NB7071131B 1 個

故障時実費扱い

基本制御プログラム V10 NB707001A 1 個 インストール済

LEGEND-V バックアップサーバ

FC1340PB3 4 枚

バックアップ装置

インストール済

IP CODECサービス2 V2 NB70B022 1 個 インストール済

IPリモートシェルフ基本プログラム V3

FC1340LN6 14 枚

故障時実費扱い

16回線非常切替用品 FC1360EC1 4 個 故障時実費扱い

IP CODECトランク2 FC1360CD2 1 枚

故障時実費扱い

8回線トーン検出トランク FC1340TT1 2 枚 故障時実費扱い

8回線PB信号受信器

FC136RBX1 2 個

故障時実費扱い

8回線モデム信号送信トランク FC1360MD1 2 枚 故障時実費扱い

12回線ND内線用品 FC1360LN1 15 枚

故障時実費扱い

32回線ディジタル内線用品 FC1340DL4 1 枚 故障時実費扱い

32回線内線用品

FC136RFX2 2 個

故障時実費扱い

16回線局線出入トランク FC1340CB3 4 枚 故障時実費扱い

PRI用品 FC1360PR1 1 枚

故障時実費扱い

24AHバッテリ用品 NA-BAT-24A 2 個 故障時実費扱い

IP 用バッテリボックス 

１－2 ■電話交換機関連 第一庁舎

故障時実費扱い

増設電源モジュール FC1348IEP1 2 個 故障時実費扱い

AC電源モジュール FC136RPW1 2 個

故障時実費扱い

IP リモートシェルフキャビネット用品 C FC136RFX3 2 個 故障時実費扱い

直流電源装置

蓄電池 1 式 故障時実費扱い

整流器 1 式

DC-AC変換ユニット FC1348NV1 2 個 故障時実費扱い

その他(PBX近辺に設置)

1000BASE-SX 用SFP SH-SFPSX 2 個 故障時実費扱い

SR-S332TR1 SJ332TR120 2 個

JISラック搭載金具1 FC1350RPJ1 1 式 故障時実費扱い

RM10S SSM2 基本モジュール FC1354A1 1 式

RM10S SSM2 基本プログラム V1 NB721001 1 式

DG-station 100PA2 FC651PA2 28 台 故障時実費扱い

端末関連

SIPｻｰﾊﾞｰ（出先機関用）

故障時実費扱い

USB-シリアル変換ケーブル REX-USB60F 2 個 故障時実費扱い

A4ﾓﾉｸﾛﾍﾟｰｼﾞﾌﾟﾘｲﾝﾀ XL-4405 2 個

インストール済システムコンソールサービス V7 NB7074107 2 個

故障時実費扱い

内蔵スーパーマルチドライブ追加 FMCBAY09K 2 個 故障時実費扱い

LIFEBOOK A5510/D FMVA82025 2 台

故障時実費扱い

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ FMCKBD0B3 2 個 故障時実費扱い

マウス添付（ﾚｰｻﾞｰ式） FMCPTD01Y 2 個

備　　　考
保守コンソール

項 品　　　　　名 数量 単位

項 品　　　　　名 数量 単位

IPリモートシェルフ増設架2 FC136RE2 2 台
IPリモートシェルフ基本架2 FC136RA2 2 台
IPリモートシェルフ本体

故障時実費扱いFC776CC2D-station 32CC2 1 台

インストール済

故障時実費扱い

故障時実費扱い

故障時実費扱い

備　　　考

故障時実費扱い

故障時実費扱い

IP リモートシェルフキャビネット用品 B



型式

型式項 品　　　　　名 数量 単位 備　　　考

SH1509PS (8ポートPoEスイッチ) SH1509PS 3 台 故障時実費扱い

その他

Si-V704DプレインストｰルモデルV14 SIV704DV14 1 個 故障時実費扱い

VoIP-GW(OD)

故障時実費扱いSi-V735/704ラック搭載機構 SIV735RU 1 個

IP電話機
故障時実費扱いi-station90B FC840B1 10 台

Si-V702SEプレインス トｰルモデルV13 SIV702SV13 13 台 故障時実費扱い

アナログ電話用 VoIP-GW(FXS2ポート)
１－3 ■電話交換機関連（出先機関）

ボタンモジュール FC650BM 2 個

故障時実費扱い

1000BASE-SX 用SFP SH-SFPSX 2 個 故障時実費扱い

SR-S332TR1 SJ332TR120 2 個
高機能無停電電源装置 PY-UPAR152 1 個 故障時実費扱い

その他(PBX近辺に設置)

故障時実費扱い

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ FMCKBD0B3 1 個

故障時実費扱い

DG-station 100C2 FC651C2 7 台 故障時実費扱い

DG-station 100PA2 FC651PA2 14 台
端末関連

故障時実費扱い

システムコンソールサービス V7 NB7074107 1 個 インストール済

USB-シリアル変換ケーブル REX-USB60F 1 個

故障時実費扱い

A4ﾓﾉｸﾛﾍﾟｰｼﾞﾌﾟﾘｲﾝﾀ XL-4405 1 個 故障時実費扱い

マウス添付（ﾚｰｻﾞｰ式） FMCPTD01Y 1 個 故障時実費扱い

備　　　考項 品　　　　　名 数量 単位

故障時実費扱いD-station 32CC2 FC776CC2 1 台



庁舎非常用発電設備保守点検業務 仕様書 

    点検機器 
点検場所 機種 数量 備考 
第一庁舎 750kVA非常用 
自家発電設備 
１式 ヤンマーエネルギーシステム製 
AT900S×750kVA 
第二庁舎 500kVA非常用 
自家発電設備 
１式 明電舎製 
T500SA-BCR 

保守点検周期   
・ 建築保全業務共通仕様に基づく 

保守点検内容 
・ 絶縁抵抗測定 
・ 自動始動発電機盤点検 
・ 蓄電池点検 
・ ガスタービンエンジン点検 
・ 始動停止試験 
・ 保護装置試験 
・ 運転確認（実負荷をかけた運転試験とする。） 
・ その他、建築保全業務共通仕様に基づいた点検 

なお、実負荷試験については、２月に予定をしている庁舎受変電設備点検と併せ実施すること。 

その他 
① 業務完了後、下記の書類を提出する。 
・ 作業報告書             1部 
・ 保守点検状況、作業写真     1部 
② 本仕様書に記載のない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共通 
仕様書」（最新版）によるものとする。 



照明制御設備保守点検業務 仕様書 

    点検機器 
点検場所 機種 数量 備考 
第一庁舎 照明制御設備 （地階） １式 詳細については別紙のとおり 

保守点検周期   
・ 建築保全業務共通仕様に基づく 

保守点検内容 
・ 構成機器についてメーカー指針に基づいた保守点検 

その他 
① 業務完了後、下記の書類を提出する。 
・ 作業報告書                 1部 
・ 保守点検状況、作業写真     1部 
② 本仕様書に記載のない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共通 
仕様書」（最新版）によるものとする。 











































庁舎免震装置保守点検業務 仕様書 

    点検機器 
点検場所 機種 数量 備考 
第一庁舎 庁舎免震装置 １式 詳細については別紙のとおり 

保守点検周期   
・ 建築保全業務共通仕様に基づく 

保守点検内容 
・ 積層ゴムの取付け状況等確認 
   ・ オイルダンパー取付け状況等確認 
・ その他、建築保全業務共通仕様に基づいた点検 
    ・ ５年毎精密点検は含まない 

その他 
① 業務完了後、下記の書類を提出する。 
・ 作業報告書    1部 
・ 保守点検状況、作業写真  1部 
② 本仕様書に記載のない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共通 
仕様書」（最新版）によるものとする。 









































庁舎地下オイルタンク保守業務 仕様書 

    点検機器 
点検場所 機種 数量 備考 
第一庁舎 地下オイルタンク 

１式 灯油 30,000  

第二庁舎 灯油  7,000  

保守点検周期   
・ 建築保全業務共通仕様に基づく 

保守点検内容 
・ 建築保全業務共通仕様書に基づく 

その他 
① 業務完了後、下記の書類を提出する。 
・ 作業報告書               1部 
・ 保守点検状況、作業写真     1部 
② 本仕様書に記載のない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共通 
仕様書」（最新版）によるものとする。 



井水ろ過装置保守点検業務 仕様書 
 
点検機器 
  

点検場所 機種 数量 備考 
第一庁舎 ろ過装置 DSW-4E10 型 1 基  

塩素滅菌装置 PTS-120-CLPW-30-ATCF-
HWJ 

1 基  

凝集剤注入装置 
PTS-50-PW-30-VTCE-HWJ 

1 基  

除砂装置 SGR-10 1 基  
 
保守点検周期 
 ・建築保全共通仕様に基づく 
 
保守点検内容 
 ・井水ろ過装置（別名：除鉄除マンガン装置）の本体外観・塗装状況の確認、及び動作状

況等確認 
・塩素滅菌装置の本体外観・ホース等の接続部品の確認、及び動作状況等確認 
・凝集剤注入装置の本体外観・ホース等の接続部品の確認、及び動作状況等確認 
・除砂装置の本体外観・塗装状況の確認、及び動作状況等確認 
 
 
その他 
 ①業務完了後、下記の書類を提出する 
  ・作業報告書        １部 
  ・保守点検状況、作業写真  １部 
 ②本仕様書に記載のない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共通 

仕様書」（最新版）によるものとする。 
 



 
特定建築物の環境維持管理業務 

 
仕  様  書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

  

別紙３ 



１ 業務の目的 
「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」（以下「ビル管法」という）に基

づき、次の業務を行う。 
 

（１） 総括責任者の業務 
 総括責任者は、市庁舎において選任されている建築物環境衛生管理技術者と協力

し、以下の業務を行うこととする。 
① 環境維持管理業務の管理 
② 建築物の衛生管理業務計画の立案補助 
③ 建築物の衛生管理業務の指揮監督補助 
④ 管理基準に基づく測定・検査の実施及び結果の評価 
⑤ 環境衛生の維持管理に必要な調査の実施 

 
（２） 実施する測定・検査・清掃・点検 

長野市本庁舎 特定建築物維持管理規定一覧のとおり。 



頻度 備考 報告書 写真 記録簿

1回/2月 ○ ○

1回/1月
使用開始時及び
使用期間中

○

冷却水の薬品濃度等水質分析検査 1回/1月 使用期間中 ○

1回/1年 ○ ○

定期 ○

空調用補給水を水道法4条の基準に適合させる

軟水器の管理・機能の点検 1回/1月 ○

冷却水補給水槽・軟水槽の清掃 1回/1年 ○ ○

1回/1月
使用開始時及び
使用期間中

○

1回/1年 ○

1回/1月
使用開始時及び
使用期間中

○

2回/1年
及び適宜

冷暖シーズン前毎
及び適宜

○

適宜 ○

定期 ○

定期 ○

定期 ○

換気設備 定期 ○

残留塩素等の測定 ① ④ 1回/7日 給水系統毎検査 ○

1回/1年 ○ ○

定期 ○

1回/1年 ○

水質検査、16（11）項目 ② 2回/1年 ○

消毒副生成物、12項目 ③ 1回/1年 6月～9月に実施 ○

水質検査、16（11）項目 ② 2回/1年 ○

消毒副生成物、12項目 ③ 1回/1年 6月～9月に実施 ○

水質検査、16（11）項目 ⑤ 2回/1年 ○

消毒副生成物、12項目 ⑥ 1回/1年 6月～9月に実施 ○

有機化学物質、7項目 ⑦ 1回/2年
委託期間開始1年
以内に実施

○

残留塩素等の検査 ⑧ 1回/7日 4月～11月 ○

大腸菌・濁度等の検査 ⑨ 1回/2月 4月～11月 ○

1回/1年 ○ ○

定期 ○

1回/6月 ○ ○

定期 ○

1回/6月 ○

２回/1年 ○

1回/1年 ○

1回/6月 ○ ○

1回/2月 ○ ○

○

○

水質検査の①～⑨は、長野市本庁舎水質検査一覧表参照

機器等の点検箇所は特定建築物維持管理点検箇所等一覧参照

雑
用
水
の

規
定

雨水（灌水用）
[第一庁舎芸術館]

空調用補給水

中央給湯水
[第一庁舎芸術館]

長野市本庁舎　特定建築物維持管理規定一覧

ダクト吹出口及び吸込口周辺の点検清掃

送風機及び排風機の送風量又は排風量の点検

自動制御装置について隔測温湿度計の検出部の点検

換気設備の性能の点検

貯水槽・貯湯槽の清掃

加湿装置の清掃

貯水槽等飲料水に関する設備及び配管の点検

簡易専用水道検査 （書類検査）

雑用水槽の清掃

雑用水に関する設備・配管の点検

空気環境測定

給水水
道
水

飲
料
水
等
の
規
定

井
戸
水

トイレ用
及び

冷却塔冷却水

項目

空
気
環
境
に
係
る
規
定

空
気
調
和
設
備

冷却塔

加湿装置

空調設備
（エアハン及び

パッケージエアコン等）

内容

空気環境の測定、6項目

冷却塔及び冷却水を点検し、必要に応じ清掃及び換水等を行う

冷却塔本体・充填材等の清掃

冷却塔等の機能の点検整備

加湿装置の点検整備

排水受けの点検清掃

ろ材又は集じん部の点検整備清掃

コイル表面の点検整備

別紙仕様書のとおり

日常清掃

大清掃

清掃等

８階グリストラップ排水水質検査

ねずみ等の防除

生息調査

生息調査 　※特に発生しやすい場所
（食料取扱区域、排水槽、グリストラップ及び廃棄物保管施設の周辺等）

pH、SS、BOD、ﾉﾙﾏﾙﾍ
ｷｻﾝ抽出物質、大腸菌
群数

汚水槽・雑排水槽の清掃　（グリストラップ含む）

排水に関する設備の点検

排水設備の規定

排水設備設置義務免除に伴う排水水質検査　地下湧水槽排水　4検体

排水設備設置義務免除に伴う排水水質検査　冷却塔排水　1検体

生物化学的酸素要求量（BOD)、浮遊物質

量（SS)、ノルマルヘキサン抽出物質（動植



第一庁舎芸術館 30箇所

第二庁舎 20箇所

第一庁舎芸術館 RH1-1・RH1-2兼用 1基

第二庁舎 2基

第一庁舎芸術館 1式

第二庁舎 1式

第一庁舎芸術館 17台

第二庁舎 21台

空調機・外調機 39台

ファンコイル 10台

パッケージエアコン(室内機数) 170台

空調機・全熱交換機 22台

ファンコイル 7台

コンベクター 298台

ペリメータヒーター 5台

パッケージエアコン 18台

除湿機 8台

排風機 78台

送風機 19台

ロスナイ 7台

排風機 37台

還風機 21台

送風機 10台

排煙ファン 8台

受水槽 38㎥

冷却水槽 12㎥

貯湯槽 6㎥

受水槽 26㎥

高置水槽 12㎥

第一庁舎芸術館 受水槽 (10槽) 100㎥

受水槽 66㎥

高置水槽 12㎥

軟水槽（空調設備用） 4.4㎥

雨水（灌水用） 第一庁舎芸術館 雨水集水槽 10㎥

汚水槽（59、8、21、5.8㎥） 4箇所

雑排水槽(2.0㎥） 1箇所

グリース阻集器（160、255ℓ） 2箇所

雨水槽 4箇所

湧水槽 6箇所

汚水槽 1箇所

雑排水槽 1箇所

雨水湧水槽 2箇所

第一庁舎芸術館 300箇所

第二庁舎 175箇所

空気調和設備の
　　　　　維持管理

第二庁舎

排水槽の
　　維持管理

給
排
水
設
備
の
規
定

第一庁舎芸術館

第二庁舎

水道水

第二庁舎
井戸水

貯水槽の
　　維持管理

第一庁舎芸術館

排水

ねずみ等の防除 生息調査

空調用補給水
軟水装置

特定建築物維持管理点検箇所等一覧

空気環境の測定

測定箇所内容等項目

第一庁舎芸術館

空調設備

第二庁舎

空
気
環
境
に
係
る
規
定

冷却塔等

加湿装置

第一庁舎芸術館

第二庁舎

換気設備



最終改正：令和六年三月二九日厚生労働省令第六五号

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

消
毒
副
生

成
物

消
毒
副
生

成
物

有
機
化
学

物
質

12
項
目

12
項
目

7
項
目

1 一般細菌 ○ ○

2 大腸菌 ○ ○ ○

3 カドミウム及びその化合物

4 水銀及びその化合物

5 セレン及びその化合物

6 鉛及びその化合物 ◎ ◎

7 ヒ素及びその化合物

8 六価クロム化合物

9 亜硝酸態窒素 ○ ○

10 シアン化物イオン及び塩化シアン ○ ○

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 ○ ○

12 フッ素及びその化合物

13 ホウ素及びその化合物

14 四塩化炭素 ○

15 1,4―ジオキサン

16
シス―1,2―ジクロロエチレン及び
トランス―1,2―ジクロロエチレン

○

17 ジクロロメタン ○

18 テトラクロロエチレン ○

19 トリクロロエチレン ○

20 ベンゼン ○

21 塩素酸 ○ ○

22 クロロ酢酸 ○ ○

23 クロロホルム ○ ○

24 ジクロロ酢酸 ○ ○

25 ジブロモクロロメタン ○ ○

26 臭素酸 ○ ○

27 総トリハロメタン ○ ○

28 トリクロロ酢酸 ○ ○

29 ブロモジクロロメタン ○ ○

30 ブロモホルム ○ ○

31 ホルムアルデヒド ○ ○

32 亜鉛及びその化合物 ◎ ◎

33 アルミニウム及びその化合物

34 鉄及びその化合物 ◎ ◎

35 銅及びその化合物 ◎ ◎

36 ナトリウム及びその化合物

37 マンガン及びその化合物

38 塩化物イオン ○ ○

39 硬度

40 蒸発残留物 ◎ ◎

41 陰イオン界面活性剤

42 ジェオスミン

43 2―メチルイソボルネオール

44 非イオン界面活性剤

45 フェノール類 ○

46 有機物 ○ ○

47 ｐＨ値 ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 味 ○ ○

49 臭気 ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 色度 ○ ○

51 濁度 ○ ○ ○

外観 ○ ○ ○ ○

水温 ○ ○ ○

残留塩素 ○ ○ ○

5 16 12 5 16 12 7 5 5

※給湯水においては、末端給湯栓での水温が55度以上の場合は省略可

◆測定頻度

⑦ ・・・・・1回／2年（委託期間開始1年目に実施とする）

項　　目ID

検出されないこと。

カドミウムの量に関して、0.003mg/l以下であること。

水銀の量に関して、0.0005mg/l以下であること。

セレンの量に関して、0.01mg/l以下であること。

鉛の量に関して、0.01mg/l以下であること。

ヒ素の量に関して、0.01mg/l以下であること。

六価クロムの量に関して、0.02mg/l以下であること。

0.04mg以下であること。

シアンの量に関して、0.01mg/l以下であること。

10mg/l以下であること。

フッ素の量に関して、0.8mg/l以下であること。

ホウ素の量に関して、1.0mg/l以下であること。

0.002mg/l以下であること。

長野市本庁舎水質検査一覧表

雑用水の基準

水質基準に関する省令

1mlの検水で形成される集落数が100以下であること。

　測定項目　　合計

雨水（灌水）

飲料水等の基準

残
塩
等
検
査

残
塩
等
検
査

残
塩
等
検
査

雑
用
水
検
査

16
項
目
検
査

16
項
目
検
査

その他

水道水 井戸水（空調）

0.05mg/l以下であること。

0.04mg/l以下であること。

0.02mg/l以下であること。

0.01mg/l以下であること。

0.01mg/l以下であること。

0.01mg/l以下であること。

0.6mg/l以下であること。

0.02mg/l以下であること。

0.06mg/l以下であること。

0.03mg/l以下であること。

0.1mg/l以下であること。

0.01mg/l以下であること。

0.1mg/l以下であること。

0.03mg/l以下であること。

0.03mg/l以下であること。

0.09mg/l以下であること。

0.08mg/l以下であること。

亜鉛の量に関して、1.0mg/l以下であること。

アルミニウムの量に関して、0.2mg/l以下であること。

鉄の量に関して、0.3mg/l以下であること。

ナトリウムの量に関して、200mg/l以下であること。

マンガンの量に関して、0.05mg/l以下であること。

200mg/l以下であること。

異常でないこと。

300mg/l以下であること。

500mg/l以下であること。

0.2mg/l以下であること。

0.00001mg/l以下であること。

0.00001mg/l以下であること。

⑨ ・・・・・・・6回／1年　 灌水設備は冬期凍結防止により
　　　　　　　　　　 　　　  水抜きするため4月～11月に実施とする。

遊離塩素で0.1mg/l以上であること　※

基　　準

①④⑧ ・・・1回／7日

③⑥ ・・・・・1回／1年（6月から9月の間に実施）

②⑤ ・・・2回／1年（6月に1回）◎は1回目の検査で異常がなければ省略可

異常でないこと。

5度以下であること。

2度以下であること。

異常でないこと。

0.02mg/l以下であること。

フェノールの量に換算して、0.005mg/l以下であること。

3mg/l以下であること。

5.8以上8.6以下であること。

銅の量に関して、1.0mg/l以下であること。
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桜スクエア管理業務仕様書 

 

 

１ 業務内容 

①芝生管理 

  《 対 象 植 物 》 

   芝 １，０００㎡ 

 

  《 業 務 内 容 》 

作業内容 実施時期 年間回数 備考 

芝刈り ハンドモア ４月 １回  

  ５月～１０月 ２３回  

施肥 人力散布 ５月、６月、７月、９月 ４回  

病害防除  ５月～６月 １回  

  ８月～９月 １回  

除草剤散布 春土壌処理 ４月～５月 １回  

 秋土壌処理 ８月～９月 １回  

 秋茎葉処理 ８月～９月 １回  

目砂  ６月 １回  

更新作業 コアリング ６月 １回  

  ※更新作業により発生したコアは受託者により適正な方法により処分すること。 

 

②植栽管理 

《 対 象 植 物 》 

    シダレザクラ ５本 

    サトザクラ ２５本 

ドウダンツツジ、ベニトキワマンサク、キンモクセイ、ヒサカキ、ビヨウヤナギ、ヒイラギナンテン 

    オオムラサキツツジ、レンギョウ、コグマザサ、フイリヤブラン、タマリュウ、イロハモミジ 

    混植Ａ（ニシキギ、コデマリ、ヒュウガミズキ） 

    混植Ｂ（ヤマツツジ、シモツケ、ヤマブキ） 

    混植Ｃ（ニシキギ、シモツケ、ウツギ） 

 

  《 業 務 内 容 》 

樹 木 シダレザクラ、サトザクラ 

作業内容 実施時期 年間回数 備 考 

剪 定 ５月～８月 １回  

消 毒 ５月～７月 ２回  

施 肥 １０月～１１月 １回  

軽剪定 通年 適宜 徒長枝処理 等 

 



樹 木 ドウダンツツジほか中低木 

作業内容 実施時期 年間回数 備 考 

剪 定 ５月～８月 １回  

消 毒 ５月～７月 ２回  

施 肥 １０月～１１月 １回  

 

《剪定くず処理》 

   上記業務により発生した剪定くずは、庁舎ゴミ庫に廃棄すること。 

 

 ③植栽潅水 

  《 共 通 事 項 》 

   ４月１日～１１月３０日の間、１日おきに４：００～６：００の時間帯に広場植栽への潅水を行う。 

天候による作業実施可否の判断は、次のとおりとする。 

・前日１８：００時点における、気象庁公式 HP の天気予報－長野県北部の翌日の降水確率を判断の基準 

とし、確立が６０％未満の場合に作業を実施する。 

・上記の場合でも、当日４：００の時点で降雨がみられるときは作業を実施しない。 

毎月の作業実績を、別紙作業実施報告書により担当職員に報告すること。 

  《 芝 生 》 

   潅水には既設のスプリンクラー設備を使用し、設備の起動の際は周囲の安全確認の上で実施すること。 

冬季の潅水については、芝生の生育状況を鑑みて適切に実施する。 

潅水時間は芝の生育状態、季節等により変動するため、別途協議の上とする。 

《 高木及び中低木潅水 》 

   上記と同時期、同時間帯に高木及び中低木への潅水を行う。 

   潅水には広場各所に設置された散水栓を使用し、広場利用者や通行人の安全を第一に作業すること。 

 

④設備管理業務 

《 日常巡回点検 》 

毎日１回広場内を巡回し、下記設備について破損・汚損の有無を目視点検する。 

異常を認めた場合は速やかに担当職員に報告した上で対応について指示を仰ぐこと。その他の場合につい 

ては、点検の結果を点検表に記載し、担当職員に提出すること。 

・桜用スポットライト 

・アンプ収納盤 

・ＡＣコンセント盤 

・ＧＣコンセント盤 

・ソーラー灯 

   ・屋外用放送設備 

   ・芝生潅水用スプリンクラー設備 

   ・水飲み場水道 

 

 



《 飲料水残留塩素濃度測定 》 

毎週１回、広場西側の水道蛇口における水道水の残留塩素濃度を測定し、記録表に記載する。 

測定をする曜日は受託者の任意とする。 

《 飲料水水質検査 》  

広場西側の水道蛇口における水道水について、「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」に規定 

される１６項目水質検査を年２回実施する。 

なお、１回目の検査で水質基準に適合していた事が確認された場合は、２回目の検査項目は１１項目とす 

る。 

 

２ その他 

 受託者は、業務の履行にあたり、下記の書類を提出の上で監督職員に承認を得る事。 

  ①年間作業計画書 

  ②作業実施報告書 

－以上－ 

 



別表１

【　給排水衛生設備　】
1 受水槽（上水系統） 衛生機械室 38.0㎥ 1. 台
2 塩素滅菌装置（上水用） 衛生機械室 1. 組
3 空調補給水槽 衛生機械室 0.5㎥ 1. 台
4 貯湯槽 熱源機械室 6,000ℓ 1. 台
5 グリストラップ（カフェ） 1階カフェ 160ℓ 1. 台
6 グリストラップ（食堂） 8階厨房 255ℓ 1. 台
7 膨張タンク（給湯系統） 熱源機械室 1,000ℓ 1. 台
8 上水加圧給水ポンプユニット（庁舎系統） 衛生機械室 1. 組
9 上水加圧給水ポンプユニット（ホール系統） 衛生機械室 1. 組
10 雑用水加圧給水ポンプユニット（庁舎系統） 衛生機械室 1. 組
11 雑用水加圧給水ポンプユニット（ホール系統） 衛生機械室 1. 組
12 加圧給水ポンプユニット点検（加湿給水系統） 衛生機械室 1. 組
13 加圧給水ポンプユニット点検（冷却塔補給水系統） 衛生機械室 1. 組
14 加圧給水ポンプユニット点検（雨水利用系統） 大ﾎｰﾙ・ﾎﾜｲｴ空調機械室 1. 組
15 給湯循環ポンプ（ライン型） 熱源機械室 2. 台
16 給湯返還ポンプ（ライン型） 熱源機械室 2. 台
17 汚水槽排水ポンプ B1・2地下ﾋﾟｯﾄ汚水槽 4. 組
18 雑排水槽ポンプ B1地下ﾋﾟｯﾄ雑排水槽 1. 組
19 雨水排水槽ポンプ B1地下ﾋﾟｯﾄ雨水槽 2. 組
20 湧水槽排水ポンプ B1・2地下ﾋﾟｯﾄ湧水槽 6. 組
21 電気湯沸器 20ℓ 3. 台
22 電気湯沸器 各階給湯室 35ℓ 14. 台
23 ガス湯沸器（１Fカフェ厨房給湯用） カフェ厨房 16号 1. 台
24 ガス湯沸器（8F厨房給湯用） 屋上 32号×3台 1. 式
25 ガス焚き温水ボイラ 熱源機械室 465kw 1. 組
26 深井戸ポンプ 屋外 1. 台
27 除砂装置 衛生機械室 1. 台
28 除鉄除マンガン装置 衛生機械室 1. 台
29 逆洗ポンプ 衛生機械室 1. 台
30 塩素滅菌装置（雑用水用） 衛生機械室 1. 台
31 凝集剤注入装置（雑用水用） 衛生機械室 1. 台
32 軟水装置 衛生機械室 1. 台
33 塩素滅菌装置（雨水灌水用） 大ﾎｰﾙ・ﾎﾜｲｴ空調機械室 1. 台
34 雑用水槽 B1地下ﾋﾟｯﾄ 100㎥ 1.
35 冷却塔補給水槽 B1地下ﾋﾟｯﾄ 12㎥ 1.
36 雨水集水槽（灌水用） B1地下ﾋﾟｯﾄ 1.
37 汚水槽 B1・2地下ﾋﾟｯﾄ 4.
38 雑排水槽 B1地下ﾋﾟｯﾄ 1.
39 雨水排水槽 B1地下ﾋﾟｯﾄ 2.
40 湧水槽 B1・2地下ﾋﾟｯﾄ 6.
41 水槽用通気ファン 4. 台
42 冷水器 2. 台
43 その他付帯設備

【　空調設備　】
1 ガス焚き吸収冷温水機 熱源機械室 703kw 2. 台
2 空冷ヒートポンプチラー 屋上設備機器置場 900kw 1. 台
3 冷却塔 屋上 2,558kw 1. 塔
4 地中熱ヒートポンプチラー 熱源ポンプ室 1. 台
5 水－水熱交換器 衛生機械室 1. 台
6 井水－ブライン熱交換機 衛生機械室 1. 台
7 冷却水ポンプ 熱源機械室 2. 台
8 冷水一次ポンプ 熱源機械室 2. 台
9 冷温水二次ポンプ 熱源ポンプ室 2. 台
10 温水一次ポンプ 熱源機械室 2. 台
11 蓄熱槽系統　一次ポンプ 衛生機械室 2. 台
12 蓄熱槽系統　二次ポンプ 衛生機械室 2. 台
13 WHP-1系統　冷温水一次ポンプ 熱源ポンプ室 1. 台
14 WHP-1系統　冷温水二次ポンプ 熱源ポンプ室 2. 台
15 予冷・融雪　一次ポンプ 衛生機械室 1. 台
16 予冷・融雪　二次ポンプ 衛生機械室 2. 台
17 ブライン補給水ポンプ 衛生機械室 1. 台
18 冷温水一次ヘッダ（往） 熱源ポンプ室 1. 台
19 冷温水二次ヘッダ（往） 熱源ポンプ室 1. 台
20 冷水一次ヘッダ（往） 熱源ポンプ室 1. 台
21 冷水二次ヘッダ（往） 熱源ポンプ室 1. 台
22 温水一次ヘッダ（往） 熱源ポンプ室 1. 台
23 温水二次ヘッダ（往） 熱源ポンプ室 1. 台
24 冷温水一次ヘッダ（還） 熱源機械室 1. 台
25 冷水一次ヘッダ（還） 熱源機械室 1. 台
26 温水一次ヘッダ（還） 熱源機械室 1. 台
27 冷却塔用薬注装置 熱源機械室 2. 台
28 膨張タンク（冷温水系統）　φ762×1500H 熱源ポンプ室 1. 台
29 膨張タンク（温水系統）　φ610×1470H 熱源ポンプ室 1. 台
30 膨張タンク（冷水系統）　φ305×410H 熱源ポンプ室 1. 台
31 膨張タンク（ブライン系統）　φ409×758H 衛生機械室 1. 台

機器点検・保守整備一覧

数量 単位規格設置場所
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別表１

機器点検・保守整備一覧

数量 単位規格設置場所庁舎 No 機種名

32 膨張タンク（地中熱系統） 熱源ポンプ室 1. 台
33 ユニット型空調機・外調機 39. 台
34 パッケージ型GHP　室外機 6. 台
35 パッケージ型GHP　室内機 60. 台
36 パッケージ型EHP　室外機 30. 台
37 パッケージ型EHP　室内機 110. 台
38 ファンコイルユニット 10. 台
39 送排風機　片吸込シロッコファン 48. 台
40 送排風機　ラインファン 4. 台
41 送排風機　有圧扇 1. 台
42 送排風機　ストレートシロッコファン 44. 台
43 送排風機　カセット型全熱交換器 7. 台
44 排煙機 10. 台
45 蓄熱槽 1.
46 蓄熱槽用保温球 1. 式
47 ＶＡＶ 121. 台
48 ＣＡＶ 65. 台
49 電気パネルヒーター 庁舎1・2F・芸術館1F多目的トイレ 3. 台
50 融雪マット
51 電熱式蒸気発生器 熱源機械室 1. 台
52 加湿・除湿ユニット 芸術館B2F・1Fピアノ庫 4. 台
53 その他付帯設備

【　建築等その他設備　】
1 エレベータ 8. 基
2 エスカレータ 4. 基
3 自動扉 H30年4月1ヵ所追加（芸術館1階多目的トイレ） 7. 台
4 中央監視制御設備（空調、給排水、電力等） 1. 式
5 電話交換設備 1. 式
6 自動火災報知設備 1. 式
7 消火ポンプ 1. 式
8 ガス消火設備 1. 式
9 非常用発電機 1. 式
10 直流電源装置 1. 式
11 放送設備 1. 式
12 庁議室会議システム 1. 式
13 委員会室会議システム 1. 式
14 議場放送設備 1. 式
15 議員出退設備 1. 式
16 防犯設備（監視カメラ設備） 1. 式
17 入退庁監視設備 1. 式
18 時刻表示設備 1. 式
19 視聴覚障害者誘導設備 9. 台
20 視聴覚障害者誘導設備（出入口盲導鈴付設備） エントランス 3. 台
21 聴覚障害者緊急情報装置 多目的トイレ 9. 台
22 トイレ音声案内設備 多目的トイレ 8. 台
23 トイレ呼出設備 14. 台
24 照明制御設備 1. 式
25 テレビ共同受信設備 1. 式
26 インターホン設備 3. 台
27 庁舎免震装置 1. 式
28 地下燃料タンク 屋外 30.2kℓ 1.
29 灯油小出槽（発電機用） 発電機室 950ℓ 1.
30 厨房機器 1Fカフェ、8F厨房
31 太陽光発電設備
32 その他付帯設備
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別表１

機器点検・保守整備一覧

数量 単位規格設置場所庁舎 No 機種名

【　給排水衛生設備　】
1 受水槽（上水系統） 衛生機械室 26㎥ 1. 槽
2 高置水槽（上水系統） 12㎥ 1. 槽
3 高置水槽（雑用水系統） 12㎥ 1. 槽
4 塩素滅菌装置（上水用） 衛生機械室 1. 台
5 塩素滅菌装置（雑用水用） 衛生機械室 1. 台
6 揚水ポンプ（上水用） 衛生機械室 2. 台
7 揚水ポンプ（雑用水用） 衛生機械室 2. 台
8 深井戸ポンプ 屋外 1. 台
9 汚水槽排水ポンプ 地下ﾋﾟｯﾄ汚水槽 2. 台
10 雑排水槽ポンプ 地下ﾋﾟｯﾄ雑排水槽 2. 台
11 湧水槽ポンプ 地下ﾋﾟｯﾄ湧水槽 4. 台
12 ガス湯沸器　貯湯式 各階給湯室 34ℓ 11. 台
13 ガス湯沸器　瞬間式 B1シャワー室 3. 台
14 雑用水槽 B1地下ﾋﾟｯﾄ 66㎥ 1. 箇所
15 汚水槽 B1地下ﾋﾟｯﾄ 14㎥ 1. 箇所
16 雑排水槽 B1地下ﾋﾟｯﾄ 11㎥ 1. 箇所
17 湧水槽 B1地下ﾋﾟｯﾄ 2. 箇所
18 冷水器 各階 10. 台
19 その他付帯設備

【　空調設備　】
1 吸収式冷温水発生機 熱源機械室 633kw 2. 台
2 冷却塔 屋上 2. 塔
3 冷却塔用薬注装置（防錆用・スライム用） 熱源機械室 2. 台
4 軟水装置 空調機械室 1. 式
5 軟水ポンプ 空調機械室 2. 台
6 軟水槽 空調機械室 4,400ℓ 1. 槽
7 冷温水　一次ヘッダ 熱源機械室 1. 式
8 冷温水　二次ヘッダ 熱源機械室 1. 式
9 冷温水　冷温水還流ヘッダ 熱源機械室 1. 式
10 油ポンプ（発生機系統、発電機系統） 熱源機械室 6. 台
11 冷却水ポンプ 熱源機械室 2. 台
12 冷温水　一次ポンプ 熱源機械室 2. 台
13 冷温水　二次ポンプ 熱源機械室 3. 台
14 補給水ブースタポンプ（空調機系統用） B1F空調機械室 1. 組
15 膨張タンク P2F機械室 500ℓ 1. 台
16 全熱交換機 P2F機械室 1. 台
17 エアーフィルター B1F空調機械室、B1F 5. 台
18 ユニット型空気調和機 各階空調室 21. 台
19 還風機 各階空調室 21. 台
20 ファンコイルユニット 1F・2F 7. 台
21 送風機 B1F・P2F 10. 台
22 排風機 機械室等 37. 台
23 排煙ファン　軸流型 P2F機械室 1. 台
24 排煙ファン　壁掛型 B1F書庫1・2 7. 台
25 灯油小出槽（発生機用） 熱源機械室 150ℓ 1. 台
26 除湿機 地下書庫 9. 台
27 コンベクタ 各階 298. 台
28 ペリメータヒーター 4F 5. 台
29 パッケージ型EHP　室外機 18. 台
30 パッケージ型EHP　室内機 18. 台
31 排煙濃度計 熱源機械室 1. 台
32 その他付帯設備

【　建築等その他設備　】
1 エレベータ 3. 台
2 自動扉 1F・2F 7. 台
3 自動扉（多目的トイレ） 1F・2F 2. 台
4 非常用発電機 発電機室 1. 式
5 直流電源装置 電機室 1. 式
6 消火ポンプ 衛生機械室 1. 台
7 スプリンクラーポンプ 衛生機械室 1. 式
8 ハロン消火設備 ハロンガスボンベ室 1. 式
9 地下燃料タンク 屋外 1.

10 灯油小出槽（発電機用） 発電機室 490ℓ 1.
11 時刻表示設備 1. 式
12 視聴覚障害者誘導設備 3. 台
13 視聴覚障害者誘導設備（出入口盲導鈴付設備） エントランス 2. 台
14 聴覚障害者緊急情報装置 1F・2F多目的トイレ 2. 台
15 トイレ音声案内設備 1F・2F多目的トイレ 2. 台
16 トイレ呼出設備 1F・2F多目的トイレ 2. 台
17 照明設備 1. 式
18 その他付帯設備

※本表に表記されている機器については、受託者において、機器の点検管理表を作成し、保守点検整備を実施すること。

※保守点検・整備及び清掃等は、計画的に行うこと。（年１回以上実施する。）

※メーカ等による機器保守点検と同様に、業務完了時提出できるように、書類の整備も一緒に行うこと。

※本表に表記されている機器は令和６年10月現在の機器であり、将来改修等により項目又は数量が増加した場合も対応すること。
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